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環境教育や持続可能な開発のための教育（ Education for Sustainable 
Development (ESD)）と密接な関わりを持っている（佐藤・田代・蟹江 2017）。
学校現場や教師教育における ESD の推進は，持続可能な開発目標（Sustainable 





































解は，地球市民教育（Global Citizenship Education, GCED）との関わりも深
い（小林 2016；UNESCO 2015，等））。加藤他（2017a, b），加藤他（2019a, b）
等による「季節感」を接点とした気候と芸術との連携は，気候変動・文化理解



























気象・気候と植物の話題とが絡みながら授業が進行する（第 1 表）。 
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ば，第 1 図（左上）によれば（Asian Association on Remote Sensing 1991），
バイカル湖付近からその東方にかけて（図中の「東シベリア南部」付近），7 月
頃に急速に植生域が拡大する。しかし，9 月頃には高緯度側から縮小し 11 月に
は消失する。そこで，関連する広域水環境の季節変化との対応を考察するため










東シベリア南部では，5 月から７月にかけて（潜熱は 8 月頃まで），陸面から大
原田　太郎・加藤　内藏進
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気への顕熱輸送も潜熱輸送（蒸発）も，大きな値となる（第 1 図の下段）。 
第 1 図 （左上）月平均 NVI (Normalized Vegetation Index， 標準化された植生指数)
の分布の季節変化（1987 年）。極軌道衛星 NOAA の AVHRR による可視（Ch. 1）と近赤外（Ch.2）
の観測値を用いて，NVI= (Ch.2 – Ch.1)/(Ch.2 + Ch.1)として計算。0.25 程度以上（緑色
で表示）の値は，緑の葉や草が茂っている領域にほぼ対応）。Asian Association on Remote 
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の儚さ等が種々の文学や音楽等に表現されている（加藤・加藤 2014，2019）。 
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第 3 図 （左）オジギソウの就眠運動（2018 年 7 月 5 日に岡山大学津島キャンパス教育
















































立春 東風凍を解く 黄鶯睍睆 魚氷を上る 睦月十一日～睦月二十五日 2月4日～2月18日
雨水 土の脉潤起こる 霞始めて靆く 草木萌え動る 睦月二十六日～如月十日 2月19日～3月4日
啓蟄 蟄虫戸を啓く 桃始めて笑く 菜虫蝶と化る 如月十一日～如月二十五日 3月5日～3月19日
春分 雀始めて巣う 桜始めて開く 雷乃ち声を発す 如月二十六日～弥生十一日 3月20日～4月3日
清明 玄鳥至る 鴻雁北る 虹始めて見る 弥生十二日～弥生二十六日 4月4日～4月18日
穀雨 葭始めて生ず 霜止みて苗出る 牡丹華く 弥生二十七日～卯月十二日 4月19日～5月4日
夏
立夏 蛙始めて鳴く 蚯蚓出る 竹笋生ず 卯月十三日～卯月二十七日 5月5日～5月19日
小満 蚕起きて桑を食む 紅花栄う 麦秋至る 卯月二十八日～閏卯月十三日 5月20日～6月4日
芒種 蟷螂生ず 腐れたる草蛍と為る 梅の子黄ばむ 閏卯月十四日～閏卯月二十九日 6月5日～6月20日
夏至 乃東枯る 菖蒲華く 半夏生ず 皐月一日～皐月十六日 6月21日～7月6日
小暑 温風至る 蓮始めて開く 鷹乃ち学を習う 皐月十七日～水無月一日 7月7日～7月21日
大暑 桐始めて花を結ぶ 土潤うて溽暑し 大雨時行る 水無月二日～水無月十七日 7月22日～8月6日
秋
立秋 涼風至る 寒蝉鳴く 蒙き霧升降 水無月十八日～文月四日 8月7日～8月22日
処暑 綿の柎開く 天地始めて粛し 禾乃ち登る 文月五日～文月十九日 8月23日～9月6日
白露 草露白し 鶺鴒鳴く 玄鳥去る 文月二十日～葉月五日 9月7日～9月21日
秋分 雷乃ち声を収む 虫蟄れて戸を坏ぐ 水始めて涸る 葉月六日～葉月二十一日 9月22日～10月7日
寒露 鴻雁来る 菊の花開く 蟋蟀戸に在り 葉月二十二日～長月六日 10月8日～10月22日
霜降 霜始めて降る 霎時施る 楓蔦黄む 長月七日～長月二十一日 10月23日～11月6日
冬
立冬 山茶始めて開く 地始めて凍る 金盞香 長月二十二日～神無月七日 11月7日～11月21日
小雪 虹蔵れて見ず 朔風葉を払う 橘始めて黄ばむ 神無月八日～神無月二十二日 11月22日～12月6日
大雪 閉塞冬と成る 熊穴に蟄る 鱖の魚群る 神無月二十三日～霜月六日 12月7日～12月20日
冬至 乃東生ず 麋角解る 雪わたりて麦出る 霜月七日～霜月二十一日 12月21日～1月4日
小寒 芹乃ち栄う 水泉あたたかを含む 雉始めて雊く 霜月二十二日～師走七日 1月5日～1月19日
大寒 款冬華く 水沢腹堅 鶏始めて乳 師走八日～師走二十一日 1月20日～2月2日
第4図
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られるものもあった。植物名別では 51 種が挙がり，サクラが 52 名と圧倒的に
多く，次いでヒマワリ（26 名），イネ（23 名）が多かった。1 名当たりの項目
数の平均値は 6.9 であった。 
 
第 2 表 学生の「季節と植物」に関する意識（数字は回答人数）。生物季節別は 10 名以
上，事象別および植物名別は 5 名以上が回答したものを列挙した。 
生物季節別 事象別 植物名別 
春 開花（66） サクラ（52） 
サクラ開花（48） 紅葉・黄葉（53） ヒマワリ（26） 
ウメ開花（13） 成長・繁茂（41） イネ（23） 
タンポポ開花（11） 落葉・枯葉（40） イチョウ（18） 
夏 結実・落果（31） ウメ（17） 
ヒマワリ開花（26） 枯木・枯枝（18） タンポポ（15） 
草木繁茂（20） 香り（16） アジサイ（15） 
アジサイ開花（15） 萌芽（14） モミジ（15） 
イネ成長（14） 花の終わり（14） ヒガンバナ（13） 
アサガオ開花（12） 花芽形成・出蕾（6） アサガオ（12） 
秋  キンモクセイ（11） 
（モミジ）紅葉（45）  ツクシ（スギナ）（7） 
（イチョウ）黄葉（20）  コスモス（6） 
ヒガンバナ開花（13）   
イネ結実（13）   
キンモクセイ香り（10）   
冬   
落葉・枯葉（40）   







２ 「季節と植物」と ESD との関連付けに関する分析 
上記１と同じ授業において，植物のフェノロジーと ESD との関連についての
理解の達成度を確認する目的で，「「季節と植物」の講義内容を踏まえ，植物の























 第 3 表 学生による「季節と植物」と ESD との関連に関する記述例。 
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び付きも強いことがその理由である（腰岡 2015）。これらのことは，2019 年 11
月 22～25 日に岡山大学で開催された 2019 ESD 教師教育世界大会において提案
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An Interdisciplinary Approach for ESD-oriented Understanding of Natural 
Environmental Systems through Collaboration between Meteorology and Botany: 
Practical Trials in University Classes 
 
HARADA Taro*1, KATO Kuranoshin*1 
 
Practical lessons for liberal arts in university aimed at education for sustainable 
development (ESD)-oriented understanding of the natural environmental systems were 
conducted through collaboration between meteorological and botanical scientific 
studies. As the first trial, some interdisciplinary themes were identified, based 
on subject contents in science education in which the relationship between 
weather/seasons/climate and plants is important. In particular, an analysis of the 
lesson, “Seasons and plants”, revealed that phenology was helpful in enhancing 
students’ understanding of the relationship between the seasonal cycle of 
weather/climate and plant growth and responses to the environment associated with 
ESD. These practical lessons proved that collaboration between meteorology and 
botany is valuable for both the promotion of ESD-oriented understanding of the 
natural environmental systems and cross-cutting consideration of the subject 
content in science education, providing a promising approach for teacher education. 
 
Keywords: ESD, subject contents organization, climate system in East Asia, 
phenology, horticulture 
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